
 

 

 

調査の目的 
倶知安町では現在、「人口ビジョン」と「総合戦略」の策定を進めています。本アンケート調査は、計画を策定するう

えでの基礎資料として活用するため、住民の方の意識・意見を把握することを目的に実施したものです。 

調査の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

一般住民アンケート調査の主な結果 
あなたは、倶知安町のこと

が好きですか。 

（一般住民アンケート調

査、問 6 より） 

 

「２．まあまあ好き」が 56.6%で最も多く、次いで「１．とても好き」が 20.6%、「３．どちらともいえない」が 15.4%、

「４．あまり好きでない」が 5.2%、「５．きらい」が 1.7%となっています。 

国は、地方創生を推進する

上で、４つの目標を立てて

います。あなたが最も期待

する目標は何ですか。 

（一般住民アンケート調

査、問 8 より） 

 

「４．時代に合った地域をつくり、安全なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する」が 33.0%で最も多く、

次いで「３．若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」が 29.4%、「１．地方における安定した雇用を創出

する」が 21.1%、「２．地方への新しいひとの流れをつくる」が 13.8%となっています。 

倶知安町が住みやすいと

感じる点はどういった点

ですか。（複数回答） 

（一般住民アンケート調

査、問 10より） 

 

「１．自然環境が豊か」が 78.2%で最も多く、次いで「13．生まれ育った土地」が 31.3%、「５．安全安心な場所」

が 28.2%、「９．買い物をする店の多さ、近さ」が 22.1%、「３．仕事がある」が 9.5%となっています。 

倶知安町が住みにくいと

感じる点はどういった点

ですか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

（一般住民アンケート調

査、問 11より） 

 

「８．家賃、土地の価格が高い」が 54.2%で最も多く、次いで「９．買い物をする店が少ない・遠い」が 44.5%、「２．

交通の便が悪い」が 40.3%、「７．医療・福祉サービスが充実していない」が 25.3%、「６．教育・保育サービスが

充実していない」が 18.5%となっています。 

あなたが、住む場所を検

討する際に、重視する点

は何ですか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

（一般住民アンケート調

査、問 12より） 

 

「９．買い物をする店の多さ、近さ」が 63.1%で最も多く、次いで「３．仕事がある」が 56.9%、「８．家賃、土地

の価格」が 53.8%、「２．交通の便がよい」が 52.4%、「５．安全安心な場所」が 52.1%となっています。 

倶知安町アンケート調査報告書 概要 

○ 調査対象：高校生含む 15 歳から 39 歳までの一般町民

および過去に倶知安町に在住していた町外住民（無作

為抽出） 

○ 調査時期：平成 27 年 6 月 19 日～平成 27 年 6 月 30 日 

○ 調査方法：郵送調査（高校生に関しては学校にて配布・

回収） 

○ 配布・回収状況： 

 配布数 回収数 回収率 

一般住民 1383 419 30.3% 

高校生 226 159 70.4% 

転出者 400 118 29.5% 

合計 2009 696 34.6% 

 

資料３ 



あなたが、住む場所を決

めたり、住宅を購入した

りする際に、きっかけに

なり得る行政サービスは

何ですか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

（一般住民アンケート調

査、問 13より）  

「２．子育て世代への税制優遇や補助金」が 46.5%で最も多く、次いで「11．医療費無料制度」が 41.5%、「10．保

育所・学童保育の充実」が 41.3%、「７．住居に関する不動産情報の提供」が 34.9%、「１．転入者に対する税制優

遇や補助金」が 33.9%となっています。 

就労機会の向上等に向け

て、倶知安町が重点的に

取り組むべきと感じるも

のはどれですか。（複数回

答） 

 

（一般住民アンケート調

査、問 17より）  

「１．求人・求職のマッチング」が 49.0%で最も多く、次いで「３．企業情報などの情報発信」が 35.3%、「６．就

労に関する相談窓口」が 27.2%、「７．起業支援」が 21.1%、「２．企業・事業所などと連携した職業体験」が 19.6%

となっています。 

あなたは、現在、お子さ

んが何人いますか。 

 

（一般住民アンケート調

査、問 23より） 

 

「６．子どもはいない」が 75.1%で最も多く、次いで「１．１人」が 12.6%、「２．２人」が 5.5%、「３．３人」が

1.9%、「５．５人以上」が 0.3%となっています。 

将来的に何人のお子さん

を持つ予定ですか（現在

いるお子さんの人数も含

む）。 

（一般住民アンケート調

査、問 24より）  

「２．２人」が 51.4%で最も多く、次いで「３．３人」が 14.0%、「１．１人」が 11.8%、「６．子どもはいらない」

が 11.4%、「４．４人」が 1.4%となっています。 

あなたにとって、理想的

な子どもの数は何人です

か。 

（一般住民アンケート調

査、問 25より） 

 

「２．２人」が 47.9%で最も多く、次いで「３．３人」が 28.2%、「６．子どもはいらない」が 8.7%、「１．１人」

が 5.5%、「４．４人」が 1.9%となっています。 

今後、育児に関するサー

ビスとして、倶知安町が

最も力を入れるべきだと

思うのは次のうち、どれ

ですか。 

 

（一般住民アンケート調

査、問 28より） 
 

「１．幼稚園・保育所・認定こども園などの定員の拡充」が 15.7%で最も多く、次いで「５．各種助成をはじめと

する金銭的なサポートや現物給付」が 11.9%、「２．子どもを預かるサービスの時間の延長」が 7.8%、「３．子ども

を預かる施設の教育・保育の質の向上」が 6.6%、「６．子育てにおける母子の保健・医療体制の充実」が 5.4%とな

っています。 

人口減少社会について、

あなたの考えとして最も

近いものは何ですか。 

（一般住民アンケート調

査、問 29より）  

「３．人口減少は仕方ないので、不都合を改善していくべき」が 36.5%で最も多く、次いで「１．人口減少を食い

止め、増加するように努力すべき」が 31.7%、「２．現状程度の人口を維持すべき」が 22.3%、「４．人口が減少し

てもしなくてもどちらでもよい」が 5.2%なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



転出者アンケート調査の主な結果 
転出することになった最

も大きなきっかけは何で

すか。 

 

（転出者アンケート調査、

問 10 より） 

 

「３．転勤」が 56.8%で最も多く、次いで「２．転職」が 14.4%、「11．その他」が 6.8%、「８．通勤・通学に便利な

ように」が 5.1%、「１．就職」が 4.2%となっています。 

倶知安町が住みやすかっ

たと感じる点はどういっ

た点ですか。（複数回答） 

 

（転出者アンケート調査、

問 14 より） 

 

「１．自然環境が豊か」が 69.5%で最も多く、次いで「９．買い物をする店の多さ、近さ」が 34.7%、「５．安全安

心な場所」が 26.3%、「４．通勤・通学の利便性」が 18.6%、「３．仕事がある」が 16.9%となっています。 

倶知安町が住みにくかっ

たと感じる点はどういっ

た点ですか。（複数回答） 

 

（転出者アンケート調査、

問 15 より） 

 

「８．家賃、土地の価格が高い」が 44.9%で最も多く、次いで「２．交通の便が悪い」が 39.0%、「９．買い物をす

る店が少ない・遠い」が 29.7%、「７．医療・福祉サービスが充実していない」が 24.6%となっています。 

倶知安町の居住者を増や

すため、今後どのような移

住・定住支援策に取り組ん

だらいいと思われますか。

（複数回答） 

 

 

（転出者アンケート調査、

問 16 より）  

「１．出産や子育て等に対する各種支援の充実」が 42.4%で最も多く、次いで「６．緊急時にも安心してくらせる医

療機関の充実」が 41.5%、「３．町内の居住可能な空き家を紹介する「空き家バンク」的な制度の充実」が 37.3%、「５．

子供たちの教育環境の充実」が 30.5%、「４．転入者が住宅を新築・改善する際の費用の一部を補助する制度」が 23.7%

となっています。 

また倶知安町に住みたい

と思いますか。 

 

（転出者アンケート調査、

問 17 より） 

 

「１．住みたいと思う」が 50.8%で最も多く、次いで「３．わからない」が 35.6%、「２．住みたいと思わない」が

13.6%となっています。 

 

【まとめ】 

 

○町民に対し「倶知安町が好きか」という問いに「とても好き」「まあまあ好き」を合わせると 77.2% 、転出者に

対し「また倶知安に住みたいか」という問いに「住みたいと思う」が 50.8%という回答になっており、改善すべ

き課題は多いながらも好印象を持たれている。進学や就職、転勤でやむを得ず町を離れた人が、今後、移住施策

や U,Iターンの取組みで転入に結びつけることが必要と思われる。 

○転出者への転出理由の問については、「転勤」が 56.8%で圧倒的であり、国や北海道の施設・出先機関が多い町の

特色を反映した結果となっている。 

○住みやすいと感じる点として、「自然環境が豊か」が 78.2%で最も多く、今後更に夏・冬を通じた自然環境の良さ

を活かしていく取組みが重要である。 

○倶知安町に住みにくいと感じる点として、「家賃、土地の価格が高い」という声が大きく挙げられており、今後、

住宅対策が課題として考えられる。 

○住みやすさとして「買い物をする店の多さ、近さ」が挙げられている反面、住みにくさに「買い物をする店が少

ない・遠い」も挙げられており、「都会らしさと田舎らしさが共存する」倶知安町ならではの回答となっている。 

○理想とする子どもの人数は「2人、3人」が上位であり、出産・子育て支援を推進することで理想を叶えられる

環境づくりを進め、出生率の増加に繋げられる土壌はあると判断される。 

○求められる行政サービスとしては子育て世代への支援や住居に関するものが多く、今後更なる取組みが求められ

る。 

 


